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ードトシラート 1とリチウムエノラート 2の共存下，–78 °Cで 10 mol%の n-BuLiを作用させ









































ルト位にメトキシ基を有するアリールリチウム 8の THF溶液に–78 °Cでヨードトシラート 7
を加えると，ベンザインのヨードアリール化反応が起こり，C2位にヨウ素原子を持ったビア
リール化合物 9が収率良く得られた（式 3）。 
	 
3. ベンザインの二量化によるビフェニレンの合成	 







よってテトラセンキノンの二量体 12を合成することができた（式 4）。現在，化合物 13への
変換について鋭意検討中である。 
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